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２町議会って何？

特 集

5子どもが安全に伸び伸びと

6アクアスタジオ新設　など議 案

補 正

16
委員会リポート
これも議会の仕事です

８
今後の町の展望について

など　７人が一般質問

いつも見守りありがとうござい
ます



　議会の意思を決定する会議です。町の予
算や契約、条例（町のルール）を決めます。
議会に提出された議案や議会としての意
見表明などは、最終的にはすべて本会議で
※議決します。 ５月８日 議会運営委員会

議員全員協議会
議会活性化検討特別委員会
（第１ワーキンググループ）

５月９日 総務産業常任委員会

５月10日 議会デジタル化推進
　プロジェクトチーム会議

５月11日 教育民生常任委員会
議会活性化検討特別委員会

５月12日 定例会５月会議

５月20日 議会報告・懇談会
　～21日 　（19ページもご覧下さい）

５月23日 総務産業常任委員会

５月26日 議会運営委員会
議員全員協議会
広報広聴常任委員会広報分科会

５月30日 教育民生常任委員会

※議決とは…議会の意思を決めることです。

　議会をスムーズに運営するために、議会
運営に関するさまざまなことを話し合い調
整する委員会です。

　次のページでも議会の仕事を紹介しています。

　議員全員が集まって、町の重要な事柄な
どについて、議員同士、または町と議員が
話し合うために必要に応じて開きます。

本会議（議場で行う会議）

議員全員協議会（全協）

議会運営委員会（議運）
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６
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６
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５
年
議
会
定
例
会
の
会
期
を
決
定
）

２
月
13
日

２
月
会
議

３
月
１
〜
14
日
　
　
３
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２
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　七ヶ浜町で行ういろいろな事業は、町民みん なで決定することが理想です。しかし、全町民が一斉に
集まることは、現実的に不可能なため、町民の 中から代表者14名(現在は12名）の議会議員を選挙で選
び、町議会を組織しています。今年は議員改選 の年です。今号では、町議会の仕事や疑問を取り上げます。

　令和２年１月から会期（議会の開
かれている期間・時期）を１年間通じ
開催できる「通年議会制度」を導入し
たので、必要なときにいつでも開催
できます。

　災害が発生した場合などの緊急
時に速やかに必要に応じて会議や
委員会が開けるなどのメリットがあ
ります。また、議会活動は会議中の
みに限られるなどの制約がありまし
たが、今はなくなって、いつでも議
会活動ができます。

　表にまとめました　　　↓↓

　違います。会議の前に議会運営委員会や全員協議会を開きます。その
他委員会や、議員研修への参加、勉強会などをそれぞれ行っています。

③ しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 ②

　町議会の会議は、いつ
開催されるの？

過去１年間で何回会議が
あったの？

会議だけ開催しているの？

通年議会の何がいいの？
５月の活動

　町議会　って何？

七ヶ浜町議会一年間の会議日程



水道事業会計補助金（水道料金減免分）
２６２５万円

令和５年８月請求分から
３カ月の水道料基本料金が減免されます。

理容・美容事業者物価高騰対策支援事業
３５０万円

１事業者あたり10万円で申請が必要です。

子育て世帯に対する
　物価高騰対策燃料券支給事業 ２５００万円
18歳以下の子ども１人あたり
１万円の燃料券が９月ごろに配布されます。

保育施設等に対する物価高騰対策支援補助金
３４０万円

電気料金上昇分が補助されます。
・保育所、幼稚園、認定こども園　50万円×５カ所
・放課後児童クラブ　30万円×３カ所

こんなことが決まりました－６月会議の補正予算－

物価高騰に支援

園児の安全を万全に

財政調整基金繰入金 ８９９１万円
総務費・民生費国庫補助金 ５６３６万円
雑入 １８３３万円
一般寄付金　　 １００万円

主
な
も
の

●
認
定
こ
ど
も
園
送
迎
用
バ

ス
安
全
装
置
設
置
補
助
金

　
　
　
　
　（
70
万
円
）

何
台
分
で
補
助
率
は
。

子
ど
も
未
来
課
長
　

４
台
分
で
、国
が
示
し

た
装
置
の
価
格
を
み
る
と
全

額
補
助
と
な
る
。

い
つ
ま
で
の
設
置
完
了

を
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
義

務
付
け
ら
れ
る
。

●
向
洋
中
学
校
図
書
室

改
修
工
事

工
事
期
間
中
の
対
応
と

安
全
対
策
は
。ま
た
、粉

じ
ん
や
防
音
対
策
も
必
要
で

は
。

教
育
総
務
課
長
　
視
聴

覚
室
に
本
を
移
動
し
、図

書
室
代
わ
り
に
利
用
し
て
い

る
。工
事
中
は
子
ど
も
た
ち
が

近
寄
れ
な
い
よ
う
に
仕
切
り

を
し
て
対
応
し
て
い
る
。粉

じ
ん
や
防
音
対
策
は
、今
後

考
え
た
い
。

●
中
央
公
民
館
３×

３
コ
ー

ト
整
備
工
事
等

（
３
６
０
０
万
円
）

貸
し
出
し
す
る
ボ
ー
ル

の
個
数
は
。個
人
や
グ

ル
ー
プ
が
利
用
す
る
場
合
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
は
。

生
涯
学
習
課
長
　

ボ
ー
ル
の
個
数
な
ど
は
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。基
本

的
な
ル
ー
ル
は
な
い
の
で
、譲

り
合
っ
て
使
っ
て
ほ
し
い
。

答 問

答 問

答 問

答 問

　６月会議を、６月１日から２日までの会期で開催しま
した。令和５年度一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳
出それぞれ１億６５６０万円を追加し、総額を７４億３６０
８万円としました。主なものは、電力・ガス・食料品等価
格高騰重点支援地方交付金事業費やスポーツ振興くじ助
成金などです。
　本議案は原案のとおり可決しました。

（
１
８
０
０
万
円
）

　議会を傍聴することができます。興味
のある方、お待ちしております。会議の
予定は町ウェブサイトやSNSに載せるの
で、ぜひチェックしてくださいね。それ
から、8月27日（日）は、七ヶ浜町議会議員
選挙の投票日です。今は18歳から投票
できるので、ぜひ投票してください。
　また満25歳以上の七ヶ浜町に住んで
いる有権者（選挙権を持っている人）で
あれば、どなたでも町議会議員に立候補
できます。

あります！本会議では、ひ
とつのことについて、１人３
回まで質問できます。

　議員が町の現状や将来
の方針などを質問すること
です。議員１人の持ち時間
は30分です。（町からの回
答時間は含まれません）

　一般質問とよく聞くけど
どういう質問？

　会議で質問するときの
ルールはあるの？

　どうやったら議会に参加
できるの？

　消防防災、農林水産業、観光、
道路、財政、上下水道などにつ
いての調査を担当します。

　重要なことを調査研究、話し合うために必要に応じて設置されます。
【予算審査特別委員会、決算審査特別委員会、新型コロナウイルス対策特別委員会、議会活
性化検討特別委員会】

総務産業常任委員会教育民生常任委員会

広報広聴常任委員会

特別委員会

　教育、子育て、福祉、保健、医療、
衛生などについての調査を担当
します。

　議会だよりは、広報広聴常任委員会の広
報分科会委員の手作りです。詳しくは議会
だよりの第153号24ページを見てください。

　議会だよりの作成などによる情報発信をする広報分科会と、議会報告会や、議会活性化
アンケートなど、町民の声を聞く広聴活動を行う広聴分科会があります。

編集作業は大変　

議運以外にはどんな委員会があるの？

説明を受けてしっかり調査通学路の安全を調査中です
（詳しくは18ページ）

補　　　　　　正
予　　　　　　算

町の未来を一緒に考えよう！

子どもが安全に伸び伸びと
暮らせる環境へ

⑤ しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 ④

歳出

歳入
６月会議

一般会計補正予算の主なもの

質
　疑

電力・ガス・食料品等価格高騰
重点支援地方交付金事業の主なもの



こんなことが決まりました－６月会議の議案審議－こんなことが決まりました－５月会議の議案審議－

定例会５月会議　提出議案採決結果一覧（５/12）

議　 案 　名

低所得世帯に対する
支援を拡充

条
例
改
正

●賛否が分かれた議案

定例会６月会議　提出議案採決結果一覧（６/１～２）

○賛成　　●反対　　欠　欠席　　議長は採決に加わらない。

議　 案 　名

アクアスタジオが
新設され利用再開

財
産
の
取
得

人
　
事

請
　
願

議案
審議

質
　
疑

質
　
疑

令和５年度七ヶ浜町一般会計補正予算（第２号）
令和５年度七ヶ浜町水道事業会計補正予算（第１号）

５月12日に５月会議を開催し、一般会計補正予算など審議しました。

東日本大震災における原子力発電所の事故による災害
被害者に対する国民健康保険及び介護保険料の減免に
関する条例の一部を改正する条例について

●
七
ヶ
浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

内
　
容

　
七
ヶ
浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
い
、
新

た
に
創
設
し
た
施
設
の
利
用

料
金
を
定
め
、
併
せ
て
設
備

利
用
料
金
の
諸
般
の
見
直
し

を
行
う
も
の
で
す
。

新
た
に
整
備
さ
れ
た
ア

ク
ア
ス
タ
ジ
オ
は
、
多

用
途
で
使
え
る
と
の
こ
と
だ

が
、
個
展
な
ど
で
荷
物
を
置

く
場
合
の
利
用
料
金
は
。

生
涯
学
習
課
長

準
備

や
片
付
け
な
ど
で
占
有

さ
れ
た
時
間
と
し
て
利
用
料

金
が
発
生
す
る
。

ア
ク
ア
ス
タ
ジ
オ
が
１

時
間
４
４
０
円
で
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
の
２

時
間
５
５
０
円
と
比
べ
る
と

割
高
に
感
じ
る
が
。

利
用
料
金
は
相
対
的
に

定
め
た
も
の
で
、
公
共

施
設
と
し
て
は
中
央
公
民
館

の
大
会
議
室
と
同
様
で
安
い

部
類
と
い
う
つ
も
り
で
設
定

し
た
。

●
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

内
　
容

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
利
用
に
加
え
、
新

た
に
移
動
端
末
設
備
（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
）
も
利
用
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。

町
民
へ
の
周
知
は
。

町
民
生
活
課
長
　
ま
だ

国
か
ら
通
達
が
な
く
、

仕
様
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

内
容
が
わ
か
り
次
第
、
対
応

を
検
討
し
た
い
。

●
文
書
系
サ
ー
バ
ー
機
器
及

び
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン

等
一
式

内
　
容

　
令
和
５
年
定
例
会
３
月
会

議
で
議
決
し
た
、
繰
越
明
許

費
の
文
書
系
サ
ー
バ
ー
機
器

お
よ
び
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ

コ
ン
等
一
式
購
入
事
業
で
す
。

・
取
得
財
産

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１
８
４

台
お
よ
び
サ
ー
バ
ー
６
台

・
取
得
方
法

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売

買
契
約

・
取
得
金
額

　
１
億
２
９
５
６
万
円

・
契
約
先

株
式
会
社
富
士
通
エ
フ
サ

ス
・
納
期

令
和
６
年
３
月
29
日

●
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
等

一
式

内
　
容

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
で

予
算
措
置
し
た
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
パ
ソ
コ
ン
等
一
式
の
購

入
事
業
で
す
。

・
取
得
財
産

校
務
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

１
３
４
台
お
よ
び
管
理
用

等
サ
ー
バ
ー
３
台

・
取
得
方
法

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売

買
契
約

・
取
得
金
額
　
６
４
６
８
万
円

・
契
約
先

株
式
会
社
内
田
洋
行
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
地
域

事
業
本
部
東
北
支
店

・
納
期

令
和
６
年
３
月
29
日

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
い
、議
会
の

答
申
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
２
名
の
推

薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
が
、

委
嘱
は
令
和
６
年
１
月
な
の

で
、委
嘱
後
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く
全
会一致

で
可
決

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

１
件
の
請
願
は
総
務
産
業
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

●「
生
活
環
境
改
善
に
つ
い

て
」の
請
願

請
願
者　遠

山
行
政
区
代
表
区
長

　
阿
部
　
由
二

５月
会議

⑦ しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 しちがはま議会だより　第156号　令和５年８月１日発行 ⑥

答 問

答 問答 問

アクアリーナ

●一般
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

内
　
容

　
令
和
５
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
０
４
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
72
億
７
０
４
７
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支

給
事
業

（
４
７
４
６
万
円
）

内
　
容

　
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大

き
い
低
所
得
世
帯(

住
民
税

非
課
税
世
帯
な
ど)

に
対
し

て
、１
世
帯
当
た
り
３
万
円

の
電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

物
価
高
騰
に
よ
り
、家

計
負
担
が
大
変
に
増
え

て
い
る
。速
や
か
な
支
給
が
望

ま
れ
る
が
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
支
給
予
定
が
７
月
下

旬
と
な
る
根
拠
は
。

長
寿
社
会
課
長
　令
和

５
年
度
の
課
税
状
況
を

基
に
対
象
者
を
確
認
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
６
月
中

旬
に
課
税
情
報
が
確
定
と
な

り
、６
月
下
旬
に
非
課
税
世

帯
の
方
に
通
知
を
送
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
の
支
給
に

な
る
の
で
７
月
下
旬
の
支
給

と
な
る
。
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
支
給
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
支
給
事
業

（
１
３
０
１
万
円
）

内
　
容

　
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、生
活

支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、児

童
１
人
当
た
り
５
万
円
の
特

別
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

物
価
高
騰
に
よ
り
、食

料
品
の
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
。食
べ
盛
り
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、支
給
対
象

者
以
外
に
も
、町
独
自
の
支

援
を
行
う
考
え
は
。

子
ど
も
未
来
課
長
　

今
回
の
事
業
は
、国
の
給

付
金
支
給
要
綱
に
基
づ
き
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。町
独
自

に
は
実
施
は
し
な
い
。

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会
一
致
で
可
決

補
正
予
算

質
　疑

質
　
疑

答 問

答 問

あ
べ

よ
し
じ

多目的に使えるね！



　
　
本
町
の
デ
ジ
タ
ル
推
進

　
　
策
や
C
h
a
t
G
P
T

導
入
の
考
え
は
。

　
　
D
X
推
進
計
画
を
昨
年

　
　
度
策
定
し
た
。
今
後
、

健
康
保
険
証
と
な
る
こ
と
を

踏
ま
え
、申
請
サ
ポ
ー
ト
や

電
子
申
請
手
続
き
の
拡
充
を

進
め
て
い
く
。

　
C
h
a
t
G
P
T
は
、横

須
賀
市
や
仙
台
市
な
ど
が
先

進
的
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、活
用
事
例
や
業

務
効
率
化
の
実
証
成
果
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
震
災
か
ら
約
12
年
が
経

　
　
過
し
、コ
ロ
ナ
感
染
症

も
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
移

行
さ
れ
た
。
今
後
は
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
な
ど
時
代
に
合
っ
た

政
策
展
開
が
望
ま
れ
る
。

　
８
月
末
に
は
改
選
を
控
え

て
い
る
が
、令
和
元
年
に
掲

げ
た
公
約
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
町
長
　
最
優
先
課
題
の

　
　
復
興
事
業
は
、な
が
す

か
多
目
的
広
場
が
令
和
２
年

度
に
完
成
し
、ハ
ー
ド
面
で

の
復
興
事
業
が
完
了
で
き
た
。

そ
の
矢
先
に
、コ
ロ
ナ
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
い
、各
種

事
業
の
中
止
な
ど
や
小
中
学

校
で
は
臨
時
休
校
措
置
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
町
民
生
活

は
も
と
よ
り
、経
済
活
動
に

至
る
ま
で
大
き
な
影
響
と
制

約
を
受
け
た
。
こ
の
３
年
に

も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
、施
策

は
道
半
ば
で
は
あ
る
が
、状

況
を
見
極
め
な
が
ら
臨
機
応

変
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
町
を
維
持
す
る
た
め

　
　
特
に
重
要
な
の
が
少

子
高
齢
化
対
策
だ
と
思
う
。

町
長
が
感
じ
る
要
因
や
解

決
策
は
。

　
　
課
題
は
、子
育
て
を
す

　
　
る
女
性
が
少
な
い
こ
と

や
町
内
に
な
か
な
か
と
ど
ま

っ
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
だ

と
思
う
。
そ
の
要
因
は
、雇

用
面
や
住
居
な
ど
で
、圏
域

の
女
性
の
数
が
少
な
く
な
り
、

そ
れ
に
従
い
子
供
た
ち
が
少

な
く
な
っ
て
く
る
。

　
質
の
高
い
教
育
を
進
め
な

が
ら
、こ
の
町
で
子
育
て
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
な

　
　
ど
を
活
用
し
、積
極
的

に
P
R
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　
　
質
の
高
い
教
育
を
中
心

　
　
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
、

「
子
ど
も
を
教
育
す
る
の
で

あ
っ
た
ら
七
ヶ
浜
に
き
て
く

だ
さ
い
」と
言
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

も
う

　い

　
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
政
策
と

　
　
し
て
、観
光
客
が
立
ち

入
り
づ
ら
い
漁
業
現
場
の
体

験
ツ
ア
ー
を
造
成
す
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
し
て
、地

元
旅
館
業
と
水
産
業
の
方
々

と
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
、お
互
い
が
有
益
と

な
る
事
業
を
提
案
し
、さ
ら

に
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
産
業
課
長
　
花
渕
浜
地

　
　
区
で
、商
店
の
事
業
主

が
体
験
型
の
観
光
施
策
を
講

じ
る
と
い
っ
た
動
き
が
あ
る
。

町
と
し
て
も
漁
協
な
ど
と
可

能
性
を
探
り
、可
能
で
あ
れ

ば
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
町
道
整
備
時
に
、歩
道

　
　
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
県
道
で
実
施
し

　
　
て
い
る
、視
覚
障
が
い

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
な

ど
は
、復
興
事
業
で
整
備
は

し
た
が
、そ
の
施
設
以
外
は

ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、

歩
道
な
ど
の
大
規
模
な
改
修

の
際
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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町長 道半ばだが取り組んできた
公約は実行されたか

問答

問答

問答問答

問答

問答

少子高齢化に歯止めを

仁　田　秀　和
に　っ　た ひ　で　か　ず

　しちがはま議会だより第
155号17ページの、佐藤壮
一議員の一般質問の題名
について誤りがありました
ので、関係者の皆様にお詫
び申し上げるとともに、下
記のとおり訂正いたします。
（17ページ上段：題名に
対する町長回答要旨）

正　町長：県に改善する
よう求める
誤　町長：今後、町観光
協会と協議したい

一 般 質 問

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町
政
を
問
う

　６月会議の一般質問は、１日と２日に行い、７人が活発な議論を展
開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で９ページから15ページに
掲載しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

一 般 質 問問 一 覧 表

○ 東宮ふ頭周辺の住民への健康について
○ 危険傾斜地の規制緩和について
○ 区長手当の増額について

 仁田　秀和　・・・・・・・  ９ページ
○ 今後の町の展望について

遠藤　喜二　・・・・・・・ 10ページ
○ 津波ハザードマップについて
○ 町のPR動画の利活用について
○ ビーチクリーンの仕上げ確認と検証と反省点と改善策について

佐藤　壮一　・・・・・・・ 12ページ

熊谷　明美　・・・・・・・ 11ページ
○ 公共施設に「赤ちゃんの駅」の設置を
○ 物価高騰対策は

歌川　　渡　・・・・・・・ 13ページ

佐藤　直美　・・・・・・・ 15ページ

渡邉　　淳　・・・・・・・ 14ページ
○ 改正地球温暖化対策推進法とエネルギー策について
○ 住宅政策マスタープランについて

○ 男女共同参画事業について
○ 野外活動センターの整備・管理計画について

し
ん
ち
ょ
く

町の考えを聞く

○ 「七ヶ浜町営住宅家賃減免及び徴収猶予事務取扱要綱」に基づく、
2023年度で対象となる入居世帯への対応と実績について

○ 高校生等通学者の町民バス「ぐるりんこ」の運賃を無料に
○ 中田団地から菖蒲田浜地区町営住宅前交差点間の町道に車道
との境界（けいかい）ブロックの設置を

チ
ャ
ッ
ト

ズバリ



物
価
高
騰
対
策
は

国
や
県
の
動
向
を

　注
視
し
た
い

町
長

熊　谷 明　美
く  ま  が  い あ　け　み

「赤ちゃんの駅」の設置を
必要性を考慮し検討したい

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」と

は
、乳
幼
児
を
抱
え
る

保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、外
出

先
で
、誰
で
も
自
由
に
お
む

つ
替
え
や
授
乳
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
こ
と
を
い
う
。町
民

だ
け
で
な
く
、町
外
か
ら
訪

れ
た
方
も
、安
心
し
て
利
用

で
き
る「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の

設
置
場
所
は
。

町
長
　
役
場
庁
舎
や
中

央
公
民
館
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
国
際
村
は
お

む
つ
替
え
の
み
が
で
き
る
。

他
の
自
治
体
と
比
べ
て
、

設
置
場
所
が
少
な
い
。

特
に
授
乳
が
で
き
る
場
所
が

少
な
い
が
、設
置
を
進
め
る

考
え
は
。

必
要
性
を
考
慮
し
、検

討
し
た
い
。

役
場
庁
舎
に
授
乳
室
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

場
所
は
ど
こ
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

相
談
室
の一角
で
あ
る
。

要
望
が
あ
っ
た
時
に
案
内
し

て
い
る
。

利
用
し
た
く
て
も
、分

か
り
づ
ら
い
の
で
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
な
ら
な
い
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」事
業
を
実

施
し
、公
共
施
設
や
民
間
施

設
に
、の
ぼ
り
旗
や
ス
テ
ッ
カ

ー
を
設
置
し
て
利
用
し
や
す

い
案
内
を
す
る
考
え
は
。

財
政
課
長
　
サ
イ
ン
表

示
を
考
え
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

お
む
つ
替
え
や
授
乳
可

能
な
施
設
一
覧
を
載
せ
る
こ

と
で
、分
か
り
や
す
く
、利
用

し
や
す
く
な
る
と
思
う
が
。

子
ど
も
未
来
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育

て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
対
応

し
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
飲

食
料
品
を
中
心
と
し
た

物
価
高
騰
が
町
民
生
活
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
暮
ら

し
を
守
る
早
急
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
よ
り

対
象
店
舗
や
対
象
商
品
を
拡

充
し
た「
生
活
応
援
券
」や

「
割
増
商
品
券
」を
発
行
す

る
考
え
は
。

町
長
　国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
有

効
な
支
援
策
を
考
え
た
い
。

幼
稚
園
や
保
育
所
、認

定
こ
ど
も
園
の
給
食
原

材
料
高
騰
分
を
支
援
す
る
考

え
は
な
い
か
。

幼
稚
園
な
ど
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
が
、対
応
が

さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。原
材

料
高
騰
支
援
に
替
わ
る
事
業

と
し
て
、補
助
金
交
付
事
業

や
子
育
て
世
帯
へ
燃
料
券
の

支
給
事
業
で
負
担
軽
減
を
図

り
た
い
。

L
P
ガ
ス
料
金
軽
減
の

支
援
策
は
。県
に
対
策

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
。

取
り
扱
っ
て
い
る
L
P

ガ
ス
販
売
事
業
者
が
、

町
内
の
み
な
ら
ず
、県
内
の

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
た

め
、支
援
が
行
き
届
か
な
い

可
能
性
が
あ
る
。今
後
も
県

の
支
援
策
の
情
報
収
集
に
努

め
た
い
。

安心して授乳できる場所を
（多賀城市ホームページより）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は

迅
速
に
対
応
す
る

町
長

遠　藤 喜　二
 え  ん  ど  う よ　し　じ

問答問答問答

問答問答

問答

答 問問答

災
害
避
難
時
や
町
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、利
用

で
き
る
移
動
式「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。町長

　
災
害
時
は
間

仕
切
り
や
個
室
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
テ
ン
ト
を
活
用
し

て
ほ
し
い
。イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、

開
催
施
設
を
利
用
し
て
対
応

し
て
ほ
し
い
。

問答
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一 般 質 問町の考えを聞く

以
前
か
ら
町
の
た
め
に

作
成
し
て
も
ら
っ
て
い

た
方
の
遺
作
の
動
画
が
あ
る
。

今
後
町
の
P
R
動
画
と
し
て

の
活
用
は
。

国
際
村
や
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
見
て
も

ら
い
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
、

七
ヶ
浜
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
思
い
で
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し
て
も
ら
っ
た
が
21

イ
ン
チ
と
画
面
が
小
さ
く
暗

く
音
も
出
て
い
な
か
っ
た
が

ど
う
か
。

指
摘
が
あ
っ
た
の
で
、

46
イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し
た
。

町長

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、13
カ
所
の
避
難

所
が
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
作

成
さ
れ
た
の
か
。

町
長
　
町
は
、県
が
想

定
し
た
悪
条
件
を
加
味

し
た
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
も
と
に
作
成
し
て
い
る
。

防
潮
堤
内
に
溜
ま
っ
た

海
水
の
排
水
方
法
は
。

強
制
排
水
は
仮
設
ポ
ン

プ
で
行
う
。
電
源
供
給

者
と
発
電
業
者
に
は
災
害
時

に
は
優
先
的
に
提
供
し
て
も

ら
う
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

排
水
方
法
は
今
後
も
検
討
し

て
い
く
。

町
で
は
、業
者
の
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
後
の
作
業

確
認
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
確
認
は
し
て
い

る
。
清
掃
時
に
は
立
ち

合
い
を
し
、確
認
を
万
全
に

す
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
汐

見
台
３
丁
目
は
浸
水
区

域
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
10ｍ
の
津
波
が
来
れ
ば
遡
上

し
て
汐
見
小
学
校
方
面
に
向

か
う
。
七
浦
堤
も
冠
水
す
る
。

町
民
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

図
面
で
は
な
い
か
。
見
直
し

の
考
え
は
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

が
加
わ
り
想
定
が
変
わ

っ
た
ら
、見
直
し
を
迅
速
に

対
応
す
る
。

ふるい式のビーチクリーナーがほしいなぁ

も
っ
と
町
の
P
R
動
画
の

　
活
用
を

活
用
し
て
観
て
も
ら
い
た
い

町
長

問問 答答

問問

答

じ
ょ
う

そ

ビーチクリーンの作業確認は
立ち合いし万全にする町長

答

問答

問答



境界ブロック等設置し、通学路に指定を

　
無
料
化
す
る
考
え
は
な

　
い
か
。
　

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
負

　
　
担
い
た
だ
き
な
が
ら
、

現
行
の
運
行
体
系
を
維
持
し

て
い
き
た
い
の
で
、ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
対
象
世
帯
に
対
す
る
事

　
　
務
取
扱
要
綱
の
周
知
方

法
は
。

　
町
長
　
対
象
と
な
る
一

　
　
般
入
居
者
に
対
し
、令

和
５
年
２
月
に
発
送
し
た
収

入
額
認
定
兼
家
賃
月
額
通
知

書
に
家
賃
減
免
申
請
書
案
内

を
同
封
し
、周
知
し
て
い
る
。

　
同
事
務
取
扱
要
綱
に
基

　
　
づ
く
、減
免
な
ど
対
象

と
な
る
地
区
別
世
帯
数
は
。

　
松
ヶ
浜
地
区
９
世
帯
、

　
　
菖
蒲
田
浜
地
区
18
世
帯
、

花
渕
浜
地
区
15
世
帯
、代
ヶ

崎
浜
地
区
が
８
世
帯
、吉
田

浜
地
区
の
対
象
世
帯
は
な
い
。

合
計
50
世
帯
。

　
同
事
務
取
扱
要
綱
に
基

　
　
づ
く
、直
近
の
地
区
別

減
免
な
ど
申
請
済
世
帯
数
と

減
免
認
定
世
帯
数
。

　
　
花
渕
浜
地
区
、代
ヶ
崎

　
　
地
区
は
と
も
に
申
請
３

世
帯
。
承
認
も
３
世
帯
。
松
ヶ

浜
地
区
は
申
請
な
し
。
合
計

申
請
12
世
帯
、承
認
11
世
帯
。

　
対
象
世
帯
の
年
齢
層
お

　
よ
び
平
均
年
齢
。

　
　町
長
　
対
象
50
世
帯
の

　
平
均
年
齢
は
35
・
６
歳
。

一
昨
年
５
月
ご
ろ
、東

宮
浜
在
住
の
高
齢
者
の

方
が
、気
管
が
悪
化
し
て
入

院
し
た
。粉
じ
ん
と
の
因
果

関
係
が
あ
る
の
か
と
心
配

し
て
い
る
が
、荷
上
げ
し
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂
利
に
有
害

物
質
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
通
常
の
リ
サ
イ

ク
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
有
害
物

質
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

粉
じ
ん
を
吸
い
続
け
る

と
、ど
の
よ
う
な
病
気

に
な
る
の
か
。

長
年
大
量
に
吸
い
続
け

る
と
じ
ん
肺
を
発
症
す

る
。肺
が
固
く
な
り
機
能
し

な
く
な
る
。

土
曜
日
の
荷
役
作
業
を

中
止
で
き
な
い
か
。

埠
頭
の
ル
ー
ル
が
あ
る

が
、県
に
働
き
掛
け
る
。

通
学
時
間
帯
の
ダ
ン
プ

搬
出
の
往
来
を
中
止
で

き
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長
　

県
に
要
望
を
伝
え
る
。

町
内
の
急
傾
斜
地
は
何

箇
所
か
。

町
長

48
カ
所
で
あ
る
。

急
傾
斜
地
の
要
件
は
。

高
さ
の
基
準
は
5
ｍ
以

上
で
、角
度
は
30
度
以

上
、
人
家
５
戸
以
上
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
基
準
は
あ

る
の
か
。

官
公
庁
や
学
校
、病
院
、

避
難
所
な
ど
で
あ
る
。

要
害
小
畑
地
区
４
戸
と

代
ケ
崎
浜
西
地
区
４
戸

で
、
整
備
工
事
の
要
望
が
あ

る
が
。県

に
要
望
す
る
。

多
様
化
す
る
社
会
状
況

の
中
で
、地
区
の
た
め
に

働
い
て
い
る
区
長
の
手
当
を

増
額
す
る
考
え
は
。

町
長
　
条
例
で
定
め
て

い
る
。

　
未
申
請
世
帯
に
対
す
る

　
周
知
は
。

　
未
申
請
世
帯
へ
の
再
通

　
知
は
し
て
い
な
い
。

　
近
年
の
高
校
進
学
率
は
。

　
町
長
　
七
ケ
浜
中
学
校
、

　
　
向
洋
中
学
校
の
卒
業
者

は
本
町
の
３
カ
年
平
均
の
高

校
進
学
率
は
99
・
58
％
と
な

っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
、本
町
の

　
　
高
校
通
学
者
数
は
。

（
１
年
生
か
ら
３
年
生
）

　
中
学
校
卒
業
者
か
ら
把

　
　
握
で
、高
校
通
学
者
４

７
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
通
学
者
の
町
民
バ

　
　
ス「
ぐ
る
り
ん
こ
」月
平

均
利
用
者
数
は
。

　
令
和
４
年
度
実
績
で
１

　
　
３
５
６
人
、令
和
３
年

度
実
績
で
１
２
８
３
人
。

　
学
生
定
期
券（
フ
リ
ー

　
　
パ
ス
）料
金
設
定
の
算

出
根
拠
と
事
業
要
項
は
。

　
　
平
均
運
賃
片
道
２
０
０

　
　
円
を
基
に
試
算
し
、往

復
で
30
日
使
用
し
た
場
合
の

50
％
の
金
額
。
３
カ
月
は
さ

ら
に
割
引
率
を
大
き
く
し
、

45
％
と
し
た
。
事
業
要
項
は
、

本
町
の
町
民
バ
ス
は
、民
間

事
業
者
が
運
行
し
て
お
り
、

町
と
し
て
事
業
要
項
は
定
め

て
い
な
い
。

　
学
生
通
学
者
の
実
運
賃

　
　
収
入
額
と
学
生
定
期
券

料
金
に
伴
う
町
負
担
額
は
。

　
乗
車
区
間
お
よ
び
実
運

　
　
賃
収
入
は
把
握
し
て
い

な
い
。

区
長
手
当
の
増
額
を

町
長

協
議
し
て
い
く

中田地区から菖蒲田浜町営住宅間に
境界ブロック設置を

区長や関係者と意見を聞き、対処したい

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

今
後
協
議
し
て
い
く
。

　
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

　
し
て
い
な
い
理
由
は
。

　
町
長
　
中
田
地
区
の
造

　
　
成
工
事
に
伴
う
復
興
交

付
金
事
業
の
雨
水
排
水
施
設

整
備
事
業
と
し
て
、排
水
の

延
長
３
７
０
メ
ー
ト
ル
を
整

備
し
た
箇
所
の一部
。
１
４
０

メ
ー
ト
ル
を
ふ
た
付
き
側
溝

の
幅
広
型
と
し
て
、歩
行
者

に
配
布
し
た
整
備
を
し
た
。

　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
に
、設
置
の
考
え

は
な
い
か
。

　
歩
行
者
の
通
行
に
ど
の

　
　
よ
う
な
安
全
対
策
が
よ

い
の
か
。
地
区
区
長
や
関
係

者
の
話
を
伺
い
、考
え
て
い

き
た
い
。

問

問

問 問 答

答

問答

問答

問答

問答問答問答

答答

町長

町長

すべての家賃減免対象世帯が
申請・承認される体制を
　理解できるような文書を検討したい

危険な急傾斜地の規制緩和を

高
校
な
ど
通
学
者
の

町
民
バ
ス
運
賃
を
無
償
化
に

町
長

土
曜
日
の
荷
役
作
業
中
止
を

県
に
働
き
掛
け
る

県に要望を伝える

町
長

現
行
の
運
行
体
系
を

維
持
し
て
い
き
た
い

町長

一 般 質 問町の考えを聞く

問答問答

問答 問答

問答問答

問答

問答問答

問答問答

問答問答

90度に近い急傾斜地

歌　川　　渡
 う  た  が  わ わたる

佐　藤　壮　一
 さ　と　う そ  う  い  ち

ふ

と
う

け
い
か
い
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男
女
共
同
参
画
は
、
町

の
政
策
と
し
て
さ
ら
な

る
明
確
な
取
り
組
み
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
令
和
４
年
３

　
　
月
に
、し
ち
が
は
ま
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２
０
２

２
―
２
０
２
６
を
策
定
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

の
促
進
に
関
し
、５
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

①
地
域
社
会
全
体
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
実
現

②
家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
実
現

③
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
促
進

④
職
場
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
推
進

⑤
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
実
現

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
の
理
念
は
、男
女
が
互
い

に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別

に
関
わ
り
な
く
、そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
あ
る
。実
現
に
向
け
普

及
啓
発
事
業
を
中
心
と
し
た

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
プ
ラ
ン
に
は
、取
組
内

　
　
容
や
指
標
な
ど
を
載
せ

て
い
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

目
標
値
の
記
載
が
ほ
ぼ
な
く
、

何
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
、ど
の
課
が
担
当
課
な
の

か
の
記
載
も
な
い
。具
体
的

に
何
を
行
う
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
具
体

　
　
的
に
何
を
や
る
か
記
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、指
標
も

合
わ
せ
て
皆
さ
ん
が
分
か
る

よ
う
な
形
で
表
記
す
る
。関

係
課
も
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、

各
課
と
も
十
分
に
調
整
し
な

が
ら
本
年
度
中
に
公
表
す
る
。

　
　
公
表
や
啓
発
は
ど
の
よ

　
　
う
に
行
う
の
か
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
、中
央

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
設
置
す

る
だ
け
で
は
十
分
と
は
思
え

な
い
が
。

　
　
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

　
　
に
し
っ
か
り
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
の

で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
だ
け

で
は
な
く
町
広
報
誌
に
特
集

を
組
む
。

　
理
念
な
ど
も
再
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
内

　
　
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
３
×

３
コ
ー
ト
の
設
置
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
旧
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

の
整
備・管
理
計
画
は
。

　
　
教
育
長
　
３
×
３
コ
ー

　
　
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
宝

く
じ
の
補
助
金
を
活
用
し
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
隣
に

あ
る
健
康
広
場
の一
角
を
利

用
し
、令
和
５
年
度
完
成
を

め
ど
に
整
備
す
る
。キ
ャ
ン

プ
場
は
引
き
続
き
適
正
な
管

理
運
用
を
行
う
。

　
昭
和
54
年
度
に
社
会
体
育

施
設
設
備
事
業
補
助
金
を
運

用
し
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
や
相

撲
場
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

整
備
を
行
っ
た
。44
年
が
経

過
し
、補
助
金
な
ど
に
か
か

る
予
算
執
行
の
、適
正
化
に

関
す
る
法
律
の
処
分
制
限
期

間
に
定
め
る
24
年
を
超
え
て

い
る
の
で
、解
体
に
制
限
は
な

い
。ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
や
相
撲

場
を
新
た
な
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、社
会
教
育

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

　
　
正
地
球
温
暖
化
対
策
推

　
　
進
法（
改
正
温
対
法
）は
、

2
0
3
0
年
ま
で
の
新
目
標

2
0
1
3
年
比
46
％
減
、さ

ら
に
2
0
5
0
年
ま
で
80
％

減
と
閣
議
決
定
さ
れ
た
。改

正
温
対
法
の
対
応
は
新
た
な

施
設
に
考
慮
さ
れ
る
の
か
。

　
　
町
長
　
温
室
効
果
ガ
ス

　
　
削
減
の
統一
的
な
基
準

は
な
い
が
、新
た
な
施
設
の

新
築
や
大
規
模
改
修
を
行
う

と
き
は
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
、で
き
る
だ
け
環
境
に

配
慮
検
討
し
取
り
組
む
。

　
　
事
業
を
抱
え
て
い
る
各

　
　
課
に
法
の
浸
透
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
町
民
生
活
課
長
　
横
断

　
　
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
効
果
が
な
い
の
で
今
後
気

を
付
け
て
進
め
て
い
く
。

　
　
温
暖
化
対
策
と
環
境
は

　
　
関
連
す
る
、み
ど
り
の

基
本
計
画
の
策
定
は
。

　
　
み
ど
り
の
基
本
計
画
は
、

　
　
都
市
計
画
区
域
内
に
お

け
る
緑
地
の
保
全
緑
化
の
推

進
で
、都
市
緑
地
法
4
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。法
的
義

務
は
な
く
、県
内
は
仙
台
市

ほ
か
４
自
治
体
が
策
定
し
て

い
る
。現
時
点
で
は
策
定
の

予
定
は
な
い
が
、地
球
温
暖

化
対
策
に
は
緑
地
の
保
全
は

重
要
。最
近
で
は
菖
蒲
田
浜

海
浜
公
園
や
表
浜
地
区
で
は
、

企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
善
意

に
よ
り
植
樹
活
動
を
行
っ
て

い
る
。公
園
な
ど
の
緑
地
の

保
全
に
努
め
て
い
く
。

　
　
前
述
を
踏
ま
え
区
域
施

　
　
策
編
は
作
成
す
る
の
か
。

　
　
区
域
施
設
編
作
成
の
法

　
　
義
務
は
な
い
が
、仙
台

市
を
含
め
4
市
の
作
成
成
果

や
具
体
的
な
成
果
な
ど
状
況

に
つ
い
て
調
べ
る
。

　
　
町
有
地
や
廃
棄
物
処
理

　
　
場
、た
め
池
な
ど
を
活

用
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
誘
導
策
は
考
え
ら
れ
る

の
か
。

　
　
水
上
設
置
型
太
陽
光
発

　
　
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

技
術
革
新
は
早
い
。誘
導
策

は
な
い
が
民
間
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
検
討
す
る
。

　
　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
促

　
　
進
策
は
。

　
　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
、二

　
　
酸
化
炭
素
吸
収
方
法
で

藻
類
に
よ
り
取
り
込
ま
れ
る
。

持
続
可
能
な
水
産
業
の
確
立

に
向
け
、水
産
業
基
本
計
画

の
中
で
、重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
宮
城
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
協
議
会
を
発
足
し
藻
場
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
た
。漁
場
ビ

ジ
ョ
ン
と
合
わ
せ
石
巻
沿
岸

を
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
す
る
。

藻
場
の
再
生
や
保
全
を
進
め

て
い
く
の
で
注
視
し
て
い
く
。

　

　
　
海
域
調
査
を
定
期
的
に

　
　
進
め
ら
れ
な
い
か
。藻

場
ビ
ジ
ョ
ン
の
範
囲
に
菖
蒲

田
は
入
っ
て
い
な
い
が
、ほ
か

の
藻
場
も
含
み
観
測
で
き
な

い
か
。

　
　
産
業
課
長
　
昨
年
度
県

　
　
事
業
で
、水
産
振
興
協

会
が
松
ケ
浜
の
人
工
リ
ー
フ

周
辺
を
調
査
を
し
て
い
る
た

め
継
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
住
生
活
基
本
法
が
平
成

　
　
18
年
制
定
さ
れ
て
い
る
。

人
口
は
微
減
、公
営
住
宅
の

家
賃
低
減
策
の
期
限
も
迫
る
。

市
街
化
区
域
の
空
き
家
は
課

税
を
見
直
せ
ば
促
進
さ
れ
る
。

調
整
区
域
は
不
動
産
の
流
動

化
は
進
ま
ず
空
き
家
が
増
え

る
。住
生
活
基
本
計
画
法
を

作
成
し
、地
区
の
特
性
を
く

ん
だ
計
画
に
す
る
こ
と
で
、

調
整
区
域
の
既
存
住
宅
は
生

か
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、法

の
よ
り
ど
こ
ろ
を
つ
く
り
、空

き
家
対
策
や
安
価
な
公
営
住

宅
を
確
保
す
る
解
決
策
の一つ

と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
長
　
今
ま
で
の
都
市

　
　
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
用
途
地
域
制
限
の
議
論
で

は
な
く
、住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
や
る

方
法
も
あ
り
そ
う
な
の
で
詳

細
は
調
べ
て
み
る
。

て
い
る
範
囲
内
に
お
い
て
可

能
で
あ
る
。

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、現
時
点

で
は
跡
地
活
用
の
候
補
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
が
、体

育
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、文
化
的
教
養
を
高

め
得
る
よ
う
な
環
境
の
醸
成
、

生
涯
学
習
の
進
行
な
ど
、町

民
あ
る
い
は
利
用
者
の
声
を

踏
ま
え
、幅
広
い
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問

佐　藤 直　美
さ　と　う    な　お　み

渡　邉 淳
わた な べ あつし

町
長

男女共同参画の目標値は
本年度中に公表する

　各
課
連
携
し
対
応
す
る

改
正
温
対
法
は
新
施
設
に
考
慮
か

町長

生涯学習課長

３
×
３
コ
ー
ト
の
設
置
は

整
備
を
予
定
し
て
い
る

教
育
長

住
生
活
基
本
法
で
低
廉
住
宅
を

他
の
例
を
見
る

町
長

太陽光発電の下で営農

３×３コート整備予定地

問

問

答

問答

問答

答 問

問

答

答

答

答

問答

問答

問答

問答

問
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これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

議会

　
議
会
の
活
性
策
や
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
策
な
ど
を
図
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
通
年
議
会
の
導
入
や
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
、議

会
基
本
条
例
な
ど
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、前
回
選
挙
が
無
投
票
だ
っ
た
こ
と
や
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
策
の一つ

と
し
て
、議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、当
委
員
会
で
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
を
協
議
す
る
に
あ
た
り
、全
委
員
よ
り
定
数
お
よ
び
報
酬
の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
の
で
左
記
に
掲
載
し
ま
す
。

議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て

活性化

主
な
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　・議
員
定
数
と
議
員
報
酬
は

関
連
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
。

・
議
員
報
酬
は
議
員
活
動
へ

の
対
価
と
し
て
の
報
酬
で
あ

っ
て
、生
活
給
で
は
な
い
。

・
時
期
尚
早
な
の
で
、１
年

や
２
年
、じ
っ
く
り
検
討
す

る
べ
き
で
あ
り
、次
期
議
会

に
引
き
継
い
で
、今
回
は
終

結
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　・議
員
報
酬
は
、な
り
手
不

足
の
原
因
と
し
て
議
員
の
生

活
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
と
考
え
る
。
た
だ
し
、財

源
が
な
い
の
で
定
数
の
削
減

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
。

　・定
数
と
報
酬
は
切
り
離
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
定
数
は
14
人
で
現
状
維
持

が
よ
い
。

・
報
酬
に
関
し
て
は
、今
後

議
員
の
活
動
の
内
容
が
増

加
す
る
と
考
え
る
の
で
、議

員
報
酬
増
を
考
え
て
い
く
の

も一つ
の
方
法
。

・
報
酬
を
上
げ
る
の
が
最

優
先
。

　・報
酬
と
定
数
は
別
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

・
議
員
定
数
の
減
は
少
数
弱

者
の
意
見
を
封
じ
る
こ
と
に

な
る
。
議
員
の
力
が
弱
ま

り
行
政
庁
の
力
が
強
ま
る
。

ま
た
、定
数
削
減
は
、女
性

議
員
を
増
や
そ
う
と
す
る

動
き
に
逆
行
し
て
い
る
。

・
報
酬
は
、町
民
か
ら
の
意

見
を
求
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
第
三
者
機
関
の
設

置
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
、１
年
２
年
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　・定
数
と
報
酬
は
別
物
で

あ
る
。
定
数
を
２
議
席
減

し
た
と
き
に
報
酬
を
上
げ
る

べ
き
で
あ
っ
た
。

・
議
員
報
酬
だ
け
で
は
生
活

が
困
難
。報
酬
は
生
活
で
き

る
水
準
に
。

　・な
り
手
不
足
の
原
因
は
生

活
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、報
酬

は
、値
上
げ
し
た
方
が
い
い

と
思
う
。

・
も
う
選
挙
が
迫
っ
て
い
る

の
で
、
新
し
い
議
員
で
継

続
的
に
協
議
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

・
東
北
大
学
の
河
村
准
教
授

の
講
義
で
も
、町
村
議
員
報

酬
が
少
な
い
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。
通
年
議
会
な
ど
で
仕

事
を
し
な
が
ら
の
議
員
活

動
は
難
し
い
環
境
で
あ
る
。

若
い
人
た
ち
も
今
の
報
酬
で

生
活
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
状
況
で
あ
る
。
報
酬
は

生
活
に
密
着
し
て
い
る
。
議

員
年
金
も
な
く
な
っ
た
。
報

酬
は
な
り
手
不
足
の
大
き
な

要
因
の一つ
で
あ
り
、将
来

を
見
据
え
て
報
酬
を
決
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

・
現
在
12
名
で
の
委
員
会
な

ど
ギ
リ
ギ
リ
で
活
動
し
て
い

る
。
選
挙
は
最
高
の
町
民
の

判
断
で
あ
り
、議
員
は
町
民

の
代
表
と
し
て
活
動
し
て
い

る
と
い
う
意
識
向
上
の
点
か

ら
選
挙
は
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
定
数
の
削
減
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　・議
会
活
性
化
を
進
め
て
い

る
中
で
、定
数
の
削
減
は
議

会
の
衰
退
化
を
招
き
か
ね
な

い
。
議
会
の
間
口
を
広
げ
、

意
見
の
多
様
化
の
た
め
に
増

員
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

・
現
状
は
、比
較
的
時
間
に

余
裕
が
あ
る
職
業
や
資
産

を
持
っ
て
い
る
人
し
か
立
候

補
で
き
な
い
。
立
候
補
に
お

い
て
、職
業
や
資
産
に
左
右

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
報
酬
の
増
額
が
必
要
で

あ
る
。

　・定
数
と
報
酬
の
問
題
は
別

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

・
議
員
報
酬
だ
け
で
は
生
活

で
き
な
い
の
が
わ
が
町
の
実

情
で
あ
り
、な
り
手
不
足
の

要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

報
酬
は
ア
ッ
プ
を
し
て
、議

員
定
数
は
多
様
な
意
見
を

行
政
に
伝
え
る
た
め
に
、14

名
で
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
報
酬
は
給
与
と
は
違
う
と

い
う
が
、20
代
か
ら
40
代
の

人
が
通
年
議
会
に
対
応
し

て
議
会
活
動
を
し
て
、生
活

し
て
い
く
に
は
難
し
い
。

　
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
代
ま

で
の
住
民
が
い
る
の
に
、60

代
70
代
し
か
議
員
に
な
れ

な
い
よ
う
な
環
境
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委員からは、議員定数と議員報酬は
別に考えるべきという意見が多数あり
ました。そのことを踏まえ、報酬の結
論を出すためには、特別職給料等審議
会へ※諮問を依頼する必要があります。
当委員会で諮問する内容を協議し、そ
の後に全協を開催し、先の具体的金額、
根拠、財源という内容で依頼すること
に決まりました。

※諮問とは…意見を尋ね求めること
※

委
員
長（
仁
田
秀
和
）は
、

議
事
進
行
の
た
め
中
立

的
立
場
な
の
で
掲
載
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

諮問の内容

　議会活性化を進めている中で議員の活動量が

増えているのが現状であり、議員は議長との活

動量が同等であることから、議長報酬30万２千

円がベースとなるべきである。

　議会活性化を進めるために、七ヶ浜町議会議

員としての役割と職責の重さにふさわしい報酬

額となるよう見直す必要がある。

　また、参考資料として、全国町村議長会が令

和４年２月に発表した「議員報酬・政務活動費

の充実に向けた論点と手続き、住民福祉の向上

を実現する町村議会のための条件整備」を添付

し財源根拠とする。

なり手不足の解消策を模索

報酬増へ　特別職給料等審議会の開催を依頼

　今後は、審議会の答申結
果を全協で協議し本会議で
審議されることになります。
　町民の皆さんのご理解を
いただくためにも慎重に協
議していきたいと思います。

・
活
動
の
見
え
る
化
を
進
め

な
が
ら
報
酬
を
上
げ
、そ
れ

に
見
合
っ
た
活
動
を
し
て
い

け
る
よ
う
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

歌
川
　渡

佐
藤
　梶
信

渡
邉
　淳

遠
藤
　喜
二

安
倍
　敏
彦

佐
藤
　壮
一

佐
藤
　直
美

小
林
　倫
明

熊
谷
　明
美
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ぐ
ち

ま

採
決
結
果

特別職給料等審議会へ諮問することについての採決結果 同意6 3

う
た
が
わ

わ
た
る

さ
と
う

か
じ
の
ぶ

わ
た
な
べ

あ
つ
し

え
ん
ど
う

よ
し
じ

あ
ん
べ

と
し
ひ
こ

さ
と
う

そ
う
い
ち

く
ま
が
い

あ
け
み

こ
ば
や
し

み
ち
あ
き

さ
と
う

な
お
み



あなたの声が町を動かす

　　　  ５月の報告会で
　  寄せられた意見をまとめ、
  関係課に聞き取りを行いました。
各地区に結果を報告するとともに
    今後の政策立案に生かします。

　報告会にご参加いただいた
皆さま、ありがとうございました。

ご意見・ご要望
第19回議会報告・懇談会
５月20日（土）・21日（日）開催

みなさん
からの

→
提
言
す
る

→
聴 く →

動
く
→

教育
民生

総務
産業

　こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、現

状
や
課
題
を
も
と
に
建
設
課
・

防
災
対
策
室
・
政
策
課
に
対

し
16
点
の
項
目
を
質
問
し
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

一部
を
紹
介
し
ま
す
。

県
道
沿
線
、広
場
か
ら

の
導
線
、遊
休
地
を
活

用
し
た
面
的
な
多
目
的
広
場

周
辺
を
考
え
た
細
部
に
わ
た

る
有
効
な
土
地
利
用
も
含
め

た
適
正
計
画
を
作
り
、土
地

活
用
だ
け
で
は
な
く
時
間
軸

の
管
理
も
実
施
で
き
る
よ
う

に
し
、町
の
賑
わ
い
づ
く
り
へ

今
一歩
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

政
策
課
長

賑
わ
い
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、未
利
用
地
を
利
用
す

る
た
め
の
計
画
が
必
要
と
考

え
る
。国
の
制
度
や
財
源
の

情
報
を
収
集
し
て
い
き
た
い
。

ど
の
よ
う
な
広
場
に
し

て
関
係
人
口
を
増
や
す

の
か
。来
場
者
が
金
を
下
ろ

し
て
町
の
利
益
に
な
る
よ
う

な
施
策
は
。

政
策
課
長

花
渕
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
民
間
で

進
ん
で
い
る
。菖
蒲
田
で
も
マ

ル
シ
ェ
を
し
て
い
る
団
体
が

あ
る
。地

元
の
店
と
提
携
し
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る

事
業
を
展
開
す
べ
き
な
の
で

は
。

な
が
す
か
多
目
的
広
場
の

　
利
活
用
に
つ
い
て

質
　疑

　所
管
事
務
調
査
を「
通
学

路
の
安
全
性
に
つ
い
て
」と

し
ま
し
た
。
各
学
校
は
通

学
路
の
安
全
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を

町
は
ど
う
生
か
し
対
応
し

て
い
る
の
か
調
査
し
ま
し
た
。

　児
童
生
徒
が
、日
々
安
全

に
安
心
し
て
通
学
し
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、現

状
や
対
策
、課
題
等
を
１８
項

目
の
質
問
事
項
に
し
て
提

出
し
ま
し
た
。
担
当
課
よ

り
説
明
を
受
け
た
あ
と
、質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　後
日
、現
地
視
察
が
必
要

な
箇
所
、１０
カ
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

Q. 各学校から危険箇所の情報があった場
合の対応は。

A. 対応可能なものは対応している。また、
先生方と現場に行き確認している。

Q. 保護者だけではなく、危険に気づいた
人が報告できる仕組みは。

A. 直接報告があれば、合同点検とは別に
見回りを行うなど、対応している。

Q. 夜間の通学点検も必要だと思うが。
A. 小学校は日没までに下校することが基
本的な考え方。部活がある中学校は意
見を聞きながら対応する。

など18項目

・県道58号要害バス停付近
・菖蒲田浜駐車場横断歩道付近
・君ヶ岡公園付近の車道や歩道

など10カ所

【主な現地視察場所】

【主な質問内容と教育総務課長からの回答】

通
学
路
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク

答 問

答 問

建
設
課
長
　現
在
考
え

て
い
な
い
。今
の
形
を

利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

政
策
課
長

町
民
の
賑

わ
い
の
創
出
と
利
益
に

つ
な
が
る
事
業
を
考
え
て
い

く
。　今

後
も
、
住
民
が
十
分
に

満
足
の
で
き
る
広
場
と
な
る

た
め
に
課
題
を
抽
出
し
ま
す
。

答答

問

道路事情改善
●歩道と車道の段差解消と普及するシニ
アカーの通行可能な幅員の確保や横断
歩道マークの設置を。

●狭隘道路の解消は遊歩道整備でできな
いか。

●街区道路の舗装修繕の計画は。
●通学路や歩道への駐車が見られる箇所
がある。また、複雑な形状をしている交
差点で見通しも悪く通学路の安全性が
確保されていないので改善を願う。

●通学時間帯のダンプの往来を何とかで
きないか。

●事故が頻繁に発生する交差点の対策を。

空き家空き地解消を
●空き地活用に企業誘致を。将来が不安。
●空き家が増える傾向にあるが対策は。

観光施設の充実
●観光プロデュースできる組織体制を。
●ながすか多目的広場の出店を促し賑わ
い創出を。

●魚の地産地消がなされていないのでは。
●鼻節神社付近への駐車場やトイレの設
置は。

●観光地のトイレが汚いので改善を。

子どもたちの環境づくり
●小中学校の一貫教育は。
●地区民運動会は不評で参加者も少なく、
地区のコミュニケーションを深める運
動会にはなっていないのでは。

●コミュニティースクールの実施は。
●待機児童の把握を相談件数でとらえては。

その他
●助成金の予備費扱いで緊急時に活用で
きないか。
●地区補助金制度の見直しは。
●補助金一本化で柔軟な活用を。
●補助金申請や施設予約をデジタルで。
●選挙立会人制度の見直しを。

有効利用を探る
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今回の表
紙

編
集
後
記

詳しくは議会事務局（℡357-7435）
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
http://www.shichigahama.com

☆議会を傍聴してみませんか☆

－９月会議は９月25日開会予定です－

学校生活での楽しいことは。

地域の方々へ伝えたいことは。

将来の夢は

下校見守り放送のアナウンサーになった感想は。

５
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

２
類
か
ら
５
類
へ
移
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
中
止
に
な
っ
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
も
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
が
完
全

に
収
束
し
笑
顔
あ
ふ
れ
る
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
が
復
活
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、今
号
は
い
か
が
で
し

た
か
。特
集
で
議
員
の
仕
事

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。よ
り

議
会
の
役
割
に
関
心
を
持
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
そ
し
て
、こ
の
メ
ン
バ
ー
で

の
編
集
は
今
号
で
最
後
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
４
年
間
、

皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。　

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
か
ら
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
仁
田
　
秀
和

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
仁
田
　
秀
和

　
副
委
員
長
　
渡
邉
　
　
淳

　
広
報
分
科
会
　
佐
藤
　
直
美

　
　
小
林
　
倫
明

　
　
木
村
　
　
稔

　
　
熊
谷
　
明
美

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　今回の表紙は、汐見小学校での下校見守り放送収録の様子です。
　七ヶ浜町の全小学校では、２０１９年より、下校見守り放送を町
の防災行政無線を活用し実施しております。以前は放送室で収録
しておりましたが、現在はタブレットを使用しております。
　子ども達の安全を守るためには、地域の皆さまのご協力が必要
です。今後とも皆さまのご理解とご協力を頂きますよう、よろし
くお願いいたします。

　前号の第155号をもちまして、クイズの掲載を終
了いたします。これまで、たくさんのご応募とご意
見ありがとうございました。
第155号の当選者：
稲田陽一さん、及川幸一さん、森川京子さん

町や議会に対して意見や要望は。

凜さん：やってみようかなで、やってみたらうかったので、
びっくりしました。
のぞみさん：ちょっとうれしかったです。安全な下校を
呼びかけるために何回も練習したからです。
クレアさん：本当に私の声が流れることが信じられなか
ったです。

登下校のときに困ったことや心配なことは。
凜さん：はちがでるところがあるので、はちをくじょし
てほしいなと思いました。
のぞみさん：がいとうを増やしてほしいです。暗い所
を歩く時怖い感じがするからです。
クレアさん：夏になると、通学路にはちがいっぱい出る
こと。

収録本番の時に心掛けていたことや特に練習したことは。
凜さん：明るく声を出したり、ゆっくりおちついて言っ
たことです。
のぞみさん：台本をたくさん見返しました。ゆっくりて
いねいに呼びかけるように読みました。
クレアさん：みんながこの放送を毎日聞くと考えるとす
ごくどきどきしました。聞いた人がうれしい気持ちにな
れるような放送にしたいと練習しました。

凜さん：友達といっしょに自由タイムにあそんだり、タブ
レットを使って学習をするときです。
のぞみさん：友達と会うことが楽しいです。修学旅行では、
友達と協力出来て楽しかったです。
クレアさん：授業で自分の意見を発表して友達に聞いて
もらう時。

凜さん：登下校のとき、あたたかく見守り、あいさつを
おねがいします！
のぞみさん：いつもありがとうございます。町を支えて
くれて私達は安全に過ごせています。
クレアさん：七ヶ浜の、友達も、海も、みんな大好きです。

凜さん：べんごしか学校の先生になりたいです。
のぞみさん：お金もち。自分で会社を作りたい。
クレアさん：学校の先生になりたいです。特に算数と音
楽の先生になりたいです。

凜さん：七ヶ浜町内に、もっとあそぶしせつがほしいです。
（室内アスレチック）
のぞみさん：給食のデザートの日をもっとふやしてほし
いです。
クレアさん：地域の人達といっしょに参加できる、大き
いお祭りをやって欲しいです。

写真左から鈴木凜さん、吉田のぞみさん
ハリントン・クレアさん

すず き りん よし   た

●
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TEL 022-357-7435　
FAX 022-357-5744
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元気いっぱい

汐見小学校

ク イ ズ ？
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